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巻頭言� 特定非営利活動法人西日本がん研究機構（WJOG）理事長　中西 洋一

　肺がんに関する患者さんとご家族向けのガイドブック「よくわかる肺がん」

第3版を出版することになりました。第1版，第2版は平成19年に出版されま

したので，5年ぶりの大改訂ということになります。この5年間に肺がんの診

断や治療は大きな変貌を遂げました。たとえば，

①肺がんの原因となる重要な遺伝子異常が発見され始めたこと

②新しい有望な抗がん剤（化学療法薬と分子標的治療薬）が登場したこと

③�最適な薬剤投与法の開発に関する新たなエビデンスが次々に登場してきた

こと

④�日本人と欧米人とでは肺がんに違いがあることが判ってきたこと（たとえ

ば，日本ではタバコとは関係がなく，比較的予後の良い―たちの良い―肺

がんが多いことなど）

⑤�あらかじめ肺がんの遺伝子異常を検査した上で最適な治療法を選択するこ

とが一般化したこと

などが挙げられます。

　これらの進歩に伴って，この患者さんやご家族向けのガイドブックも一新す

る必要が生じました。NPO法人西日本がん研究機構（WJOG）が作成したも

のですが，第2版同様このガイドブックは日本肺癌学会から同学会の公式の「患
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者さん・ご家族向けガイドブック」として公認を受ける予定です。

　国民の命を奪う病気の筆頭はがんであり，なかでも肺がんはがん死亡原因の

第一位の座にあります。とはいえ，その治療成績は確実に進歩しつつあります。

世界と比べると，我が国の肺がん治療の成績は群を抜いて素晴らしいものです。

肺がんを乗り切るために，あるいは上手につきあうために，このガイドブック

がお役に立つことができれば幸いです。

　WJOGは，社会への啓発活動と臨床研究・臨床試験を通じて，社会に対して

がん医療の最新情報を伝え，最適医療を提供することを目的として活動を行っ

ています。皆様のご理解とご支援をよろしくお願い申し上げます。
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この本は，肺がん患者さんに適切な治療を受けていただくために，また患者

さんとご家族の皆様のさまざまな疑問・質問や不安に答えるために企画され，

構成されています。この目的のため，一般的な解説書や教科書の構成でなく，

疑問・質問を内容別に取り上げ，それに専門医が答えるQ＆A形式を取ってい

ます。現時点での最新かつ根拠のある情報に基づいて，専門医が解説やアドバ

イスを行なっていますが，内容によって，ぜひ受けるべき標準治療が確立され

ている場合と，まだ研究段階で標準治療が確立されていない場合があります。

そこで，本書では，それぞれの治療がどの程度推奨されるのかをわかりやすく

するため，日本肺癌学会の医師向けのガイドラインをもとに以下のように分類

してありますので参考にしてください。治療の解説の最後に◎，○，△，×が

つけられています。

推奨度◎：�国際的な大規模な比較試験や，複数の比較研究により，強い根拠

をもって治療を受けるよう推奨されるもの。あるいは，データは

ないが，現代医学や日本の医療事情に照らして，行うよう勧めら

れるもの。

推奨度○：�大規模な研究ではないが，比較研究がなされ，ある程度の根拠を

もって治療を受けるよう推奨されるもの。あるいは，研究データ

はないが，おおむね行うほうがよいと勧められるもの。

推奨度△：�小規模な研究や，症例報告の積み重ねのデータしかなく，必ずし

も治療を受けることがよいとは断定できないもの。あるいは状況

により判断や意見の分かれるもの。

推奨度×：�信頼できる研究データがなく，治療を行う根拠がないため推奨で

きないもの。あるいは，研究データはないが現代医学や日本の医

療事情に照らして，行うよう勧められないもの。

本書の使い方
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なお，医学は常に進歩しており，今後の研究によって評価が変更になること

もありますのでご注意ください。本書も数年ごとに改訂版を発行する予定です。

構成について
ご自身が疑問や興味を持っている質問内容を目次から直接さがし，そのペー

ジを見ていただくと簡単に回答が得られるように構成されています。質問の内

容は系統的に並べられており，時間があれば，はじめから順次読んでいただく

ことをお勧めします。肺がんと診断されてから，治療方針の決定，治療内容，

再発した時，症状を和らげる治療に至るまで時間経過をおって理解できるよう

に解説しています。

本書は，患者さんや家族のためにできるだけわかりやすく解説するよう努

めていますが，どうしても平易な言葉に直せない医学用語があります。このよ

うな用語は，そのページの欄外に用語解説を追加しました。また，本書の末尾

に索引が掲載されていますので，わかりにくい用語があれば索引を検索してみ

てください。本書の解説で十分理解できない場合は，インターネットで用語を

検索していただくか，本書を主治医や看護師に見せて教えてもらうのがよいで

しょう。

治療法の名称について
同じ治療法であっても，国や地域，病院によっても呼び方が異なる場合があ

ります。多くは，英語の治療名が日本に導入される場合に呼び方が変わったり，

正式な医学用語をわかりやすい名称にかみ砕いて表現している場合です。たと

えば，多剤併用化学療法とは，「複数の抗がん剤を組み合わせた治療」を意味し

ますが，一般には「抗がん剤治療」と表現されます。本書では，できるだけわ

標準治療
現時点で，治療効果が優れ，しかも副作用
も耐えられるものであることが「臨床試験」
ですでに証明されている治療法。医学の進
歩により，逐次新しい治療が導入されてい
るため，現在の標準治療も数年後には標準
治療でなくなることもあります。

比較試験
複数の治療法が考えられる時，効果や副作
用を調べてどの治療法が優れているかを証
明する研究です。第Ⅲ相試験と呼ばれる比
較研究では，各々の治療法を公平に評価す
るため，無作為化割付といって，治療を受
ける患者さんが一方に偏らないように治療
法が選ばれます。

● 用語解説 ●
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かりやすく表現するために一般的な用語を用いるように配慮しています。しか

し，解説の内容によっては，正式な名称を用いたほうが理解が深まる場合もあ

ります。このような場合は，あえて専門用語を用いていますが，できるだけ用

語解説をつけるようにしましたので参考にしてください。

治療薬の名称について
治療薬についても，一般名と商品名があります。一般名は世界共通で用いら

れる薬の名称で，商品名は各々の製薬会社が発売時につけた名称です。したがっ

て1つの一般名に対し，複数の商品名が存在することがあります。本書は原則

的に一般名を用いるようにしています。ただし，一般名が極端に長く複雑で，

商品名が広く用いられている場合は，限定的に商品名を掲載していますのでご

理解ください。商品名には名称の後ろにⓇマークがつけてあります。

個人個人で状況が異なること
人の顔や体つきが人それぞれ異なるように，同じ肺がんであっても，個々に

細胞の種類や，分化度，進行度，年齢，臓器機能や元気さの程度が異なります。

また，喫煙者は，肺の働きが非喫煙者より弱っていたり，薬剤によっては強

い副作用が出る場合もあります。本書では，進行度（がんの広がり，転移の有無）

や肺がんの種類（組織型）によって推奨される治療法を分類して述べています

が，年齢や合併症，体力により，本書で推奨する治療ができない場合があります。

主治医は，患者さんの治療に関して年齢や体力などの医学的理由も考慮して治

療を選択するはずですので，本書の推奨する治療通りとならない場合がありま

す。その時は，主治医に相談したり，セカンドオピニオン（Q017参照）を活

用してください。

� 澤　祥幸


